
 インフラメンテナンス国民会議
東北フォーラム

 インフラメンテナンス国民会議 東北フォーラム

J a p a n e s e  C o n g r e s s  f o r  I n f r a s t r u c t u r e  M a n a g e m e n t

気仙沼湾横断橋(宮城県気仙沼市)



　全国の10ブロックにおいて地方フォーラムを設置し、企業、団体、行政機関（市町村等）、又は個人による国民
会議の会員の輪は、全国へ拡がりをみせています。地方特有の課題を踏まえた特色ある取り組みも含め、精力的
に地方での活動を進めています。
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会員種別 設立時(H28.11.28) 現在(R7.3.31） 増加数

企業会員 95 ▶ 1,102 1,007

行政会員 73 ▶ 1,481 1,408

団体会員 27 ▶ 187 160

個人会員 4 ▶ 392 388

計 199 ▶ 3,162 2,963

●参加会員内訳（R7.3.31）

本事業は、（一財）みちのく創生支援機構の助成を受けています。
東北フォーラムHP：https://www.thr.mlit.go.jp/Bumon/B00097/k00360/inhuramente/inhuramentetohoku.html

●国土交通省 総合政策局 公共事業企画調整課　 TEL:03-5253-8111（内線24563、24535）　直通 03-5253-8912
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Email：hqt-jcim-sogo@gxb.mlit.go.jp
●国土交通省 大臣官房 公共事業調査室　　　　 TEL:03-5253-8111（内線24296）　直通 03-5253-8258

東北地方整備局 企画部 企画課地方計画係

（R7.3時点版）

インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム事務局問合せ

インフラメンテナンス国民会議　  で検索
頂き、会員申込のページから入会申込書をダウン
ロード頂き必要事項をご記入の上、事務局まで送付
下さい
※フォーラムイベント、会員の取組等をホームページでお知らせしています。
※会員向けにメールで情報発信をしています。

入会方法（会費無料）

こちらから
入会申込手続き
ができます！

（インフラメンテナンス国民会議ウェブサイト トップページ）

インフラメンテナンス国民会議事務局

活動の拡がり

●自治体（市町村等）の皆様が抱えるインフラに関する課題解決のため「インフラメンテナンス国民会議」に是非、ご入会ください。

TEL：022-225-2171 （内線3237） Email：thr-tohoku-f@mlit.go.jp
㈱復建技術コンサルタント事 務 局

事務局支援
TEL：（代表）022-262-1234　担当：後藤

会員内訳（R7.3.31）

企業会員
1,102者

行政会員
1,481者

全会員
3,162者

団体会員
187者

個人会員
392者

●全国各ブロックの行政会員数
東北地区は全ての

自治体が行政会員として
参画しています。

100%参画率

東北地区の
自治体数 233



『インフラメンテナンス国民会議』は、インフラを良好な状態で持続的に活用するために、産学官民が一丸と
なってメンテナンスに取り組む社会の実現に向けて、インフラメンテナンスの理念の普及、課題の解決及びイノ
ベーションの推進を図り、活力ある社会の維持に寄与することを目的に平成28年11月に設立された組織です。

○組織体制

「インフラメンテナンス国民会議」とは

① 革新的技術の発掘と社会実装
② 企業等の連携の促進
③ 地方自治体への支援
④ インフラメンテナンスの理念の普及
⑤ インフラメンテナンスへの市民参画の推進

5つの目的

インフラメンテナンス
の課題に対して一緒に
考えたい！
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会　長：冨山 和彦 株式会社経営共創基盤代表取締役IGPIグループ会長 株式会社日本共創プラットフォーム（JPiX)代表取締役社長

副会長：家田　 仁 政策研究大学院大学 特別教授

広報部会企画部会市区町村長会議
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　国民会議では、企業、研究機関、施設管理者（市町村等）、市民団体等の会員がそれぞれ享受できるメリットを
最大化する運営を行います。

●インフラメンテナンスや国民会議の最新動向の
情報を得ることができます。
●施設管理者等の実情やニーズについての情報を
得ることができます。
●施設管理者や他の企業等に自社の技術や製品、
サービスを知っていただくことができます。
●新たなビジネスチャンスやビジネスパートナー
を発掘することができます。

●最新の技術や新たな取り組みの試行を行うモデル自治体と
して国や企業等からメンテナンスの支援が受けられます。
●アドバイザー等からの専門的アドバイスが受けられます。
●自治体職員が最新のメンテナンス技術を学べる研修を受講
できます。（東北フォーラムは東北自治研修所との連携協定
締結予定）
●先端的なメンテナンスの取り組みを行う自治体等の情報が
得られます。
●最新のメンテナンス技術の情報を得られます。　

●他の団体との交流及び活動企画の機会を得るこ
とができます。
●行政の最新動向の情報を得ることができます。
●市民自らインフラの維持管理・更新に参画する
機会を得ることができます。

民間企業

市民団体等

施設管理者（市町村等）

東北
ブロック
運営体制

○国民会議会員となるメリット

●メンテナンスに高い関心を有する市区町村長で構成する「インフラメンテナンス市区町村長会議」が令和４年
４月に設立しました。東北ブロックでは、令和４年度に岩手県宮古市、令和５年度に山形県山形市で東北
ブロック市区町村長会議を開催し、首長同士の意見交換を行っています。
●今後も、メンテナンスに関する知見や意識の向上、トップダウンによるインフラメンテナンスの協力な推進が
期待されます。
●また、東北フォーラムと市区町村長会議の連携を深めることで、更なるインフラメンテナンスの推進が期待
されます。

○市区町村長会議の設立

●ブロック幹事　　岩手県宮古市長
●企 画 委 員　　青森県八戸市長　　　宮城県白石市長　　　秋田県秋田市長
　　　　　　　　　山形県山形市長　　　福島県南相馬市長

東北では、227自治体の首長が
構成員として参画しております。

100%参画率

▲石川リーダーによる講演 ▲石川リーダーを交えた意見交換会の様子



　東北フォーラムは、インフラを良好な状態で持続的に活用することを目指し、平成30年4月27日に設立さ
れました。産学官民が一丸となってメンテナンスに取り組む社会の実現に向けて、活動してまいります。

　東北の自治体で構成される「インフラメンテナンス市区町村長会議（東北ブロック）」と連携して、
自治体が抱えるインフラの維持管理に関する課題に取り組み、解決することを目的としています。
　民間企業が有する技術（シーズ）と東北の自治体から寄せられたニーズとを結びつけるマッ
チングイベントや実証実験などを通じて、東北のインフラの効率的な維持管理に貢献したいと
考えております。

東北フォーラムの活動

　東北フォーラムではインフラメンテナンスに関するマッチングイベント、実証実験、講習会などを実施し、民間企
業と自治体への話題提供や情報共有の促進を目指した活動を行っています。

フォーラムリーダー  石川  雅美
（東北学院大学工学部教授）

○活動の目標

○活動イメージ

○東北フォーラム活動概要

○東北フォーラム推進体制

自治体

研究分野

建設産業

市民

インフラ
メンテナンス
国民会議

東北フォーラム

民学

産官

事務局支援　東北地方整備局　企画部

事務局 後藤　和彦（㈱復建技術コンサルタント）　高橋　秀輔（戸田建設㈱）

企画委員長 遠藤　敏雄（㈱復建技術コンサルタント）

企画委員

地域担当

（一社）日本建設業連合会東北支部　　　　（一社）東北建設業協会連合会　　　　　　　（一社）東北測量設計協会
（一社）建設コンサルタンツ協会東北支部　（一社）青森県測量設計コンサルタント協会　（一社）岩手県測量設計業協会
（一社）宮城県測量設計業協会　　　　　　（一社）秋田県県土整備コンサルタンツ協会　（一社）山形県測量設計業協会
（一社）福島県測量設計業協会　　　　　　（一社）東北地域づくり協会　　　　　　　　（一財）みちのく創生支援機構

支援
団体

フォーラムリーダー 石川　雅美（東北学院大学工学部）

小笠原　光博（㈱福萬組）
準企画委員　㈱フジタ青森総合営業所
青森県測量設計コンサルタント協会

青
森

新銀　武
（㈱中央コーポレーション）
準企画委員　岩手県測量設計業協会

岩
手

高橋　秀輔（戸田建設㈱）
準企画委員
宮城県測量設計業協会

宮
城

小野　泰太郎（㈱小野建築研究所）
準企画委員
秋田県県土整備コンサルタンツ協会

秋
田

田中　実（東亜道路工業㈱）
準企画委員　東亜道路工業㈱山形工場
 山形県測量設計業協会

山
形

野木　雄治（㈱小野工業所）
準企画委員
福島県測量設計業協会

福
島

ロードマップWG
林　　昭宏（㈱フジタ）
阿部　裕彰（鹿島建設㈱）
田中　実（東亜道路工業㈱）
石倉　武幸（東急建設㈱）

マッチングイベント担当
阿部　亮介（ニチレキ㈱）
清水　一樹（東亜道路工業㈱）
東　洋平（パシフィックコンサルタンツ㈱）
齋藤　一人（三共㈱）

実証実験担当
石倉　武幸（東急建設㈱）
阿部　裕彰（鹿島建設㈱）



　東北フォーラムでは各自治体が抱えるインフラメンテナンスに関するニーズ（課題や悩み）の解決の糸口とすべ
く、企業が所有するシーズなどを紹介するマッチングイベントを開催しております。
　マッチングイベントではシーズの紹介だけではなく、先進事例の紹介や学識者による講演なども行っています。
　過去5年間で開催したマッチングイベントの中から直近3年間のイベントを以下の通り紹介します。

○東北フォーラム主催 マッチングイベントの開催

04
日 時 2022年12月20日（火）10：00～12：30

場 所 宮古市市民交流センター 多目的ホール

参 加 者 約110名（内訳：行政会員、団体会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダー）
■講演　『復興道路・復興支援道路のコンクリート構造物の長寿命化に向けた実践的取組み』小山田　哲也（岩手大学　理工学部　准教授）　
■ニーズ紹介
■シーズ紹介　【建築分野】　・長寿命化計画策定の役立つ防水について
【土木分野】   ・港湾構造物、河川、護岸、堤防等の水中部及び気中部の点検    ・中小河川の維持管理技術
・濁水下における水中構造物の点検技術   ・港湾構造物の維持更新トータル技術　・橋梁の鋼材及び鉄筋の破断を非破壊検査する技術

マッチングイベント
in宮古（令和4年度）

▲WEB配信の状況▲イベント会場の様子

03
日 時 2023年12月1日（金）10：00～12：30

場 所 山形市民会館 小ホール

参 加 者 約210名（内訳：行政会員、団体会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダ－）
■講演　『橋梁点検及び補修について』 南陽市 建設課
■ニーズ紹介　『橋梁点検の効率化について』山形市、『道路施設の状況確認について』新庄市、『下水道圧送管の点検について』北上市
■シーズ紹介　コンクリート内部の鋼材・鉄筋の破断を非破壊で検査する技術、床板内部の健全・劣化を非破壊で面的に把握する技術、３Ｄモルタ
ル量・はつり深さ自動算出ツール、道路橋の点検を高度化させ効率的に行う技術、横断歩道橋の化粧板内部等狭隘部の点検を効率的に行う技術、

　橋梁点検車が使えない条件下において、桁下点検を効率的に行う技術スマートフォンを活用した路面調査システム、スマートフォンを用いた安価
　な道路点検ＤＸシステム、下水道圧送管路における硫酸腐食箇所の効率的な調査技術

マッチングイベント
in山形（令和5年度）

▲自治体からのニーズ紹介の様子▲シーズ紹介の様子

01
日 時 2025年1月28日（火）10:30～12:30

場 所 福島ロボットテストフィールド

参 加 者 約210名（内訳：行政会員、団体会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダ－）
■講演　『橋梁維持管理業務のデジタル化に向けた実証事業　南相馬市 土木課
　　　　『アスファルト舗装の破損原因とその対策』インフラメンテナンス国民会議東北フォーラム　企画委員
■ニーズ紹介　『舗装の維持管理について』会津坂下町、『舗装の長寿命化について』鏡石町
■シーズ紹介　舗装ポットホールのセルフメンテナンス術、寒冷地におけるアスファルト舗装の維持修繕について　
　　　　　　　既設舗装への新しい延命技術の紹介（乳剤表面処理工法）、【橋梁関係】「統合インフラ維持管理システム」導入提案

マッチングイベント
in南相馬（令和6年度）

▲イベント会場の様子

02
日 時 2024年7月18日（木）14：00～17:00

場 所 仙台国際センター 会議棟３Ｆ 白橿

参 加 者  約130名（内訳：行政会員、団体会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダ－）
■講演　『道路メンテナンスをめぐる最近の話題』東北道路メンテナンスセンター　東北地方整備局 道路部
■ニーズ紹介　『道路陥没について』仙台市、『野鳥による鳥害について』郡山市、『建築物の雨漏りについて』大潟村
■シーズ紹介　【人の手を使わない公共インフラの点検技術やモニタリング技術】LPWA通信を用いた傾斜/伸縮計の閾値超えと連動した自立電源
カメラ、非破壊検査と拡張現実技術を組み合わせた新しい塩分濃度調査技術について、レーザー打音検査技術を活用した高度なメンテナンスサイクル
の実現～コンクリート表面から得られるデジタルデータを用いた内部損傷の状態把握と劣化予測～、下部工基礎の洗掘モニタリングシステム、圧送
管路の効率的な漏水検知、【道路陥没】道路陥没予防　路面下空洞調査サービス、【鳥害対策】金属薄膜波動装置(中国電力株式会社特許技術)を用いた
カラス・ムクドリの追い払い・寄り付き防止対策の成功実例、【建築物の雨漏り】導水システム天井～天井裏の漏水を導く～、膜材料を用いた漏水対策の可能性を探る

マッチングイベント
in仙台（令和6年度）

▲WEB配信の状況▲イベント会場の様子



　東北フォーラムでは、マッチングイベント等で紹介したニーズ・シーズについて、比較施工を実施し、現場での
効果を検証する実証実験を行っています。

○実証実験の実施

　令和4年11月に、今まで頂いたニーズのなかで、「砂利道における砕石流出対策」について、宮城県白石市から
フィールドをご提供いただき、東北フォーラムとして初の実証実験（第1号案件）を実施しました。

○実証実験（第1号案件）

市道に接する林道から、
大雨の際に砕石が流出するため
対策を行いたい。
（他多数の自治体より同様のニーズ有り
（青森県五戸町、岩手県一関市等））

ニーズに対し３社４技術の
シーズ（砕石流出対策及び
砕石流出の補助工法）が
マッチング。

ニーズ（課題） シーズ

日 時 2022年11月14日（月）13:00～16:00

場 所 宮城県白石市小原地内

参 加 者 約50名（内訳：行政会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダー）
         　菊地　正昭（白石市 副市長）
■シーズ技術の概要説明・施工
  ①砕石流出防止対策について　 ②砕石流出の補助工法について ▲白石市 菊地副市長 ご挨拶▲石川リーダー挨拶

　実証実験の第2号案件として、令和5年10月に「境界ブロック目地部等の防草技術」の比較施工を行いました。
　第2号案件は、東北地方整備局 東北技術事務所と連携して実施し、多くの技術の施工を行うとともに、施工した
技術について、東北技術事務所構内において、展示を行っています。

○実証実験（第2号案件）

日 時 2023年10月25日（水）10：00～16：00

場 所 東北地方整備局 東北技術事務所構内

参 加 者 約80名（内訳：行政会員、企業会員等）

プ ロ グ ラ ム ■挨拶　石川　雅美（東北学院大学教授、フォーラムリーダー）
         　高橋　秀典（東北技術事務所長）
■シーズ技術の概要説明・施工
   ①目地バール工法　　　　 ②目地バリシートシリーズ
　③目地プロテクトシート　　 ④ウィードコート工法
　⑤ボーソーシールシリーズ　⑥草ゼロプレート
　⑦防草ブロック　　　　　　⑧雑草防止工法
　⑨防草機能付きCo2次製品

▲現地には、工法の概要看板を
設置し展示しています。　

▲施工実演の様子

※東北フォーラムでは、
　２～３年間現場の経過観察を行います。

実証実験施工動画は
　QRコードから！



　行政、企業、市民へ東北フォーラムの活動をＰＲ
するために、ＥＥ東北’24に出展を行いました。
　展示ブースでは、東北フォーラムの紹介パネル
や、実証実験の映像を通じて活動や取組を紹介
し、インフラメンテナンス国民会議への勧誘活動
を行いました。
大多数の方がインフラメンテに関して興味や

関心をもっているとわかったため、今後も引き続
き広報活動に取り組みます。

○東北フォーラムの活動をPR
EE東北’24へ出展!!

●橋梁の補修における事前の点検方法において、簡易的で効率的な方法を知りたい。（行政）
●人口減少に伴い、技術者の人数が減少することを危惧している。（企業）
●会議自体を知らなかったので周知をもっと行ってほしい。（企業）
●メンテナンスサイクルの確立のため、課題の解消に取り組んでほしい。（企業）
●インフラメンテナンスについて初めて知ったので、もっと詳しく知りたい。（学生）

○表彰対象
・メンテナンス実施現場における工夫部門
・メンテナンスを支える活動部門
・技術開発部門

ブース来場者からの意見等

インフラメンテナンス大賞インフラメンテナンス大賞インフラメンテナンス大賞

詳細はWEBから インフラメンテナンス大賞

Topics

日本国内のインフラのメンテナンスに係る優れた取
り組みや技術開発を表彰し、好事例として広く紹介す
ることにより、我が国のインフラメンテナンスに係る
取り組みを促進し、メンテナンス産業の活性化と、イ
ンフラメンテナンスの理念の普及を図るため、関係8
省庁の主催で実施されています。

○概要・目的

▲第８回インフラメンテナンス大賞 受賞概要
（受賞団体：Fracta Japan株式会社）

インフラメンテナンス大賞
国土交通省・総務省・文部科学省・厚生労働省
農林水産省・防衛省・経済産業省・環境省主催者1

2

3

4
5

表彰時期

表彰対象

審査方法
表彰の種類

インフラメンテナンスにかかる特に
優れた取組・技術開発
選考委員会で審査
 内閣総理大臣賞/各省大臣賞/特別賞/優秀賞

毎年

日 時 2024年6月5日（水）、6日（木）

場 所 夢メッセみやぎ

参 加 者 約170名（アンケート実施数）

ブース設営状況 ブース来場者への説明

「インフラメンテナンス国民会議を知っていますか」

※アンケート調査結果より

※国民会議では、本大賞と連携し、受賞案件をベストプラクティスとして
　広く紹介することで相互に取組の活性化を目指しています。

知っている
聞いたことはあるが具体的な内容は知らない
知らない

37% 37%

26%


